
止めない通信、救ういのち。
AIで、通信復旧支援 × 支障の先読み
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安否確認・避難指示・支援要請といった

“命を守る情報”が遮断され被害拡大へ

通信障害
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SOBO-WEBの災害データと通信キャリアのデータ
「AI予測」を掛け合わせ、通信支障の被害を抑える

  アイディア概要

EEI情報
災害一般情報

通信情報
人流データ

通信キャリアSOBO-WEB AI× ×
3
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【未来予測】
通信支障の先読み

  AI予測で実現するアイディア

【現状把握】
通信復旧の優先付け
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【未来予測】
通信支障の先読み

  AI予測で実現するアイディア

【現状把握】
通信復旧の優先付け
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  通信復旧の優先付け

＜通信キャリア＞
・通信支障
・人流データ (位置情報)

活用
データ

＜EEIデータ＞
・災害対策拠点
・重要施設（避難所）
・医療施設 等

支障エリアの人の集中度と重要施設を掛け合わせ、AI学習
被害影響度をスコアリング

通信が途絶 × 人が多い × 重要施設ありエリアを瞬時に可視化
ネットワーク復旧の優先順位を表示

（人命/社会機能）
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人流(高)

通信不通
人流(中)

人流(中)

被害影響が高い地域には
緊急事態のアイコンで可視化

  画面イメージ

人員や機材等、限られたリソースをどこに優先投入すべきかを把握
データに基づいた迅速な判断を実現
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【未来予測】
通信支障の先読み

  AI予測で実現するアイディア

【現状把握】
通信復旧の優先付け
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  通信支障の先読み

＜通信キャリア＞
・通信支障ログ
・基地局ステータス

活用
データ

＜EEIデータ＞
・災害情報/災害発生箇所
・気象/地震/水位

過去の災害情報と通信支障発生状況をAIに学習
過去データ から関連性を学習

災害発生時、数時間先の通信支障リスクを予測
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通信支障
エリア

1h以内 に
通信支障の可能性あり

6h以内 に
通信支障の可能性あり

医療機関

重要施設

  画面イメージ

通信支障発生前に
衛星通信等を手配

余震や輻輳等、二次災害
による波及を懸念

10

リスクがある場所を事前に把握し、
ドローン通信や移動基地局車など代替手段を先回りして配置
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アイディアの効果

AIの力で、情報を“見える化”するツールから
“次に何をすべきか” を教えてくれるツールに

先読み力

11

優先付け

上記、他のインフラ企業や自治体にも横展開が可能
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アイディアの効果

有効性 独創性 汎用性

災害対応の迅速化 未来を見通す力 他業種への横展開
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通信の“見える化”だけでは、命は守れない。

　　　SOBO-WEBに、
　　　“予測し備える”力と、
　　　“優先して動く”判断力を。
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EOF
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